
議案第２０号

小松島市葬斎場条例の全部を改正する条例について

小松島市葬斎場条例（昭和６３年小松島市条例第１９号）の全部を別

紙のように改正する。
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小松島市葬斎場の設置及び管理に関する条例 

 

 

小松島市葬斎場条例（昭和６３年小松島市条例第１９号）の全部を改正する。 

（設置） 

第１条 本市は，火葬を行う施設として，葬斎場を置く。 

２ 葬斎場の名称及び位置は，次のとおりとする。 

（１） 名称 小松島市葬斎場 

（２） 位置 小松島市田野町字赤石北６４番１ 

（開場時間） 

第２条 小松島市葬斎場（以下「葬斎場」という。）の開場時間は，午前８時３０分から午

後５時１５分までとする。ただし，市長が特に認めたときは，開場時間を変更すること

ができる。 

（休日） 

第３条 葬斎場の休日は，１月１日及び市長が指定する日とする。 

（指定管理者による管理）  

第４条 市長は，葬斎場の設置の目的を効果的に達成するため必要があると認めるときは，

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項の規定による指定管理者

（以下「指定管理者」という。）に，葬斎場の管理を行わせることができる。 

２ 前項の規定により指定管理者に葬斎場の管理を行わせる場合の当該指定管理者が行う

業務（以下「指定管理業務」という。）は，次に掲げるとおりとする。 

（１） 葬斎場の使用許可に関すること。 

（２） 葬斎場の火葬に関すること。 

（３） 葬斎場の施設及び設備の維持管理に関すること。 

（４） その他市長が定める業務 

３ 指定管理者が指定管理業務を行う場合における第２条の規定中「市長が特に認めたと

きは」とあるのは「指定管理者が特に認めたときは，市長の承認を受け」と，第３条の

規定中「市長が」とあるのは「指定管理者が市長の承認を受け」と，第７条及び第８条

の規定については，これらの規定中「市長」とあるのは「指定管理者」と読み替えるも

のとする。 

（指定管理者の指定の手続等） 

第５条 指定管理者の指定に関する手続等については，小松島市公の施設に係る指定管理

者の指定手続等に関する条例（平成１７年小松島市条例第２１号）の定めるところによ

る。 

（管理の基準）  

第６条 指定管理者は，次に掲げる基準により，指定管理業務を行わなければならない。 

（１） 関係する法令，条例及び規則等を遵守し，適正に葬斎場の運営を行うこと。 
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（２） 施設等の維持管理を適正に行うこと。 

（３） 指定管理業務を通じて取得した個人に関する情報を適正に取り扱うこと。 

（使用の許可） 

第７条 葬斎場を使用しようとする者は，あらかじめ市長の許可を受けなければならない。 

２ 市長は，次の各号のいずれかに該当するときは，葬斎場の使用を許可しない。 

（１） 公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがあると認められるとき。 

（２） 葬斎場の施設又は設備を損傷するおそれがあると認められるとき。 

（３） その他公益上又は管理上支障があると認められるとき。 

（使用許可の取消し等） 

第８条 市長は，前条の許可を受けた者（以下「使用者」という。）が次の各号のいずれか

に該当すると認めるときは，葬斎場の使用を制限し，使用を停止し，または前条第１項

の許可を取り消し，若しくは退場を命ずることができる。 

（１） この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。 

（２） 偽りその他不正な手段により前条第１項の許可を受けたことが明らかになった

とき。 

（３） 前条第２項各号に規定する理由が発生したとき。 

２ 前項の規定により使用者に損害が生ずることがあっても，市長はその賠償の責めを負

わない。 

（使用料） 

第９条 使用者は，別表に定める使用料を納付しなければならない。 

（使用料の減免） 

第１０条 市長が特に必要があると認めるときは，前条の使用料を減免することができる。 

（使用料の還付） 

第１１条 既に納入した使用料は，還付しない。ただし，やむを得ない理由により葬斎場

の使用を中止し，市長が還付することを相当と認めた場合は，その全部又は一部を還付

することができる。 

（使用者の守るべき事項） 

第１２条 使用者は，葬斎場の使用に当たって次に掲げる事項を守らなければならない。 

（１） 他人の迷惑になるような行為をしないこと。 

（２） 施設又は設備を傷つけないこと。 

（３） 所定の場所以外に許可なく立ち入らないこと。 

（４） その他係員の指示に従うこと。 

（損害賠償の義務）  

第１３条 使用者が葬斎場の施設，設備等を損傷し，又は滅失したときは，その損害につ

いて市長が定める額を賠償しなければならない。 

（委任） 

第１４条 この条例の施行に関し必要な事項は，規則で定める。 
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附 則 

（施行期日） 

１ この条例は，規則で定める日から施行する。ただし，附則第３項の規定は，公布の日

から施行する。 

（経過措置） 

２ 指定管理者に葬斎場の管理を行わせるときは，当該管理を行わせる日前に市長がした

使用の許可その他の処分（同日以後の使用に係るものに限る。）又は市長に対してなされ

た申請その他の行為（同日以後に指定管理者に行わせることとなる業務に係るものに限

る。）は，当該指定管理者がした使用の許可その他の処分又は当該指定管理者に対してな

された申請その他の行為とみなす。 

（準備行為） 

３ 指定管理者の指定に関する手続及び指定管理者が管理を行うための準備行為は、この

条例の施行の日前においても行うことができる。 
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別表（第９条関係） 

  葬斎場使用料（火葬料） 

区分 単位 使用料 

小松島市の住民の

場合 

勝浦町，上勝町又

は佐那河内村の住

民の場合 

その他の市町村の

住民の場合 

１２歳以上

であった者

の死体 

１体につい

て 

１５，０００円 ４０，０００円 ８０，０００円 

１２歳未満

であった者

の死体 

１体につい

て 

７，５００円 ２０，０００円 ４０，０００円 

死胎 １胎につい

て 

７，５００円 ２０，０００円 ４０，０００円 

手術肢体等 １件につい

て 

５，０００円 １０，０００円 ２０，０００円 

備考 

１ 「小松島市の住民」とは，死亡者が死亡時において小松島市の住民基本台帳に記録

されている場合（死胎については父又は母が小松島市の住民基本台帳に記録されてい

る場合，手術肢体等については申請者が小松島市の住民基本台帳に記録されている場

合）をいう。 

２ 「勝浦町，上勝町又は佐那河内村の住民」とは，死亡者が死亡時において勝浦町，

上勝町又は佐那河内村の住民基本台帳に記録されている場合（死胎については父又は

母が勝浦町，上勝町又は佐那河内村の住民基本台帳に記録されている場合，手術肢体

等については申請者が勝浦町，上勝町又は佐那河内村の住民基本台帳に記録されてい

る場合）をいう。 
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